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               論   文   の   要   旨 
  





する脂質であるフォスファチジルイノシトールリン脂質 (phospatidylinositol phosphates, PI 
phosphates, PIPs) に注目し、赤痢アメーバにおけるPIPsとそのエフェクターの解析を行った。本
論文はその成果をまとめたものである。 



















を構成する vacuolar protein sorting 26 (Vps26)とVps35のホモログが含まれていた。 
 ヒトのレトロマー複合体は酵素受容体認識に関わるVps26/29/35と局在に関わる2分子の 










               審   査   の   要   旨 
  
本論文の著者は、赤痢アメーバの咀嚼食・貪食における PI3Pの重要性を示し、PI3Pの結合
分子としての下流シグナル実行分子を同定し、EhSNX1/2 と PI3P による咀嚼食・貪食の制御
機構の一端を明らかにした。著者は、一連の実験を論理的に構成して厳密に進め、多角的な視
点からデータを得て結論を導き出しており、生物学の成果として高く評価できる。咀嚼食・貪
食の制御機構はこれまで一部の真核モデル生物でしか知られていなかったが、著者がその一端
を赤痢アメーバにおいて初めて明らかにした意義は大きい。赤痢アメーバによる宿主細胞の咀
嚼食・貪食は病原性の主要な部分を占めるものであるため、著者の成果は、アメーバ症の治療
に繋がる基礎知見としても重要である。 
令和２年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
